
2③ 2¶ 年3月に医学誌のひとつで
ある『 S]pFtS Imttic]ne』 が発表
した、世界的な論文です◎↓↓↓

運動圏慣者は、

↓その他にも↓
運動圏慣者は、
口感染症に∈5]`吾3死亡リスをラフ
ロワクチン接種後の抗体
ワ勿チンの効き那良くなる

運動包習慣化することが大事 冒
コ回ナが怖いなら

なおさら運動が必要です 冒

|スタ 蘭



座つている時間が¶国で4時間

コロナの影響で

「家で座つている時間」が 1

3時間増加し8時間になつたIF
という調査結果が出ています。・
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WHO身体活動ガイドライン
※WHO身体活動・座位行動ガイドライン (日本語版)よ り

①運動は心身を健康にする
②少しの運動でも何もしないよりは良い
③すべての運動に意味がある
④座りすぎで不健康になる
⑤運動をし、座る行動を減らすとすべての人が
健康効果を得られる

世界が ,日本が 1言つ ています

「 今
.こ そ運動|が必要 :」
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運重塵量翌麗愚L拠農返異翼L墨乙健月

緊急事態宣言発令下では、
スポーツクラブ等が体業を余儀なくされ
日本では 550万人 (フ ィットネス会員 )

以上の規模で日常から運動機会が失われた

画村経済再生大臣のコメント
■西村内閣府特命担当大臣記者会見要旨 令和2年 7月 31日
(令和2年 7月 31日 (金)15:33～ 16:51 於 :中央合同庁舎 8号館1階S101・ 103会見室 )

フィットネスタラブは全員制なので鳴定の人が利雁]します ]

入餡時の検温 口健康チエツイタフを義務何け、

換気も消毒もパッチリです :

どこよりも)、 最も安全性が高いといえます ]



コロナ相で女
1性

|の フ害J以上が

身体の不調を訴

↓

えています :

↓ ↓

不調の主な内容
2020年  コロナ禍以降の心身の不調TOP1 0
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※ツムラ調べ

上記鵞容は冬運動で改善できます !

医療体制かひつ通していち中で

自分の体詞は自分で整える時化です !



フィットネスを実践して
コロナ禍に打勝つ

クラブでの運動が最も効果的

長期間の外出自粛のた
めのSttAY HOMEで健康
阻書が起こつている

0座位時間が 5時間
から8時間に増加

(A Ammar.2020.12)

腰痛を訴える人が

増えた
(SeydaCelenay.2020.9)

フィットネスクラブ

利用者人口550万
人以上の運動機会が

日常から失われた
(〔社〕日本フィットネス産業協会。2020。 11)

最高レベルの安全性を確保
しているのがフィットネス
クラブである

フィットネスクラブでは
・会員全員の入館時の検温
・健康チェック
・入退館を記録

願Iあ懸桑予防対策を徹J

フィットネスクラブでの運動を継続することが

0市中感染リスク   31%低 減
0死亡リスク (肺炎) 37%減 少
0ワ クチンの効きがよくなる (抗体濃度の増加 )

以上の事が明らかになっている


